
   
 
 

２００７年 １２月 ６日 
東日本旅客鉄道株式会社 
全日本空輸株式会社 

 

ＪＲ東日本とＡＮＡの包括提携について 
～ 鉄道（ＪＲ東日本）と航空（ＡＮＡ）の広範な提携 ～ 

～ 陸と空のシームレス化を図り、お客さまの利便性向上に努めます ～ 
 
東日本旅客鉄道株式会社（本社：東京都渋谷区、代表取締役社長：清野 智、以下「ＪＲ東日
本」）と、全日本空輸株式会社（本社：東京都港区、代表取締役社長：山元 峯生、以下「ＡＮＡ」）は、
営業面における包括提携を行うことで合意いたしました。 

このたびの包括提携は、両社が提供する商品・サービスの融合・進化のみならず、両社が蓄積

してきたノウハウの融合も図ることにより、「陸（鉄道）」と「空（航空）」のシームレスで利便性の高

いサービスを双方のお客さまに提供することを目的としています。 

提携の範囲については、国内最大の鉄道会社であるＪＲ東日本と国内線第１位の航空会社で

あるＡＮＡが包括提携を行うことで、ビジネスや旅行で鉄道と航空をご利用される場面から日常生

活の場面に至るまで、あらゆる場面にわたる広範なものとなっております。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

両社は、これからもお客さまの利便性向上を追求し、サービスの新しいスタンダードを創造して

まいります。 
 

以上 
 
 連絡先：ＪＲ東日本広報部 ０３－５３３４－１３００  ＡＮＡ広報室 ０３－６７３５－１１１１ 

 
１．マイル＆ポイント提携 
ＡＮＡマイレージクラブの「マイル」からＪＲ東日本の「Ｓｕｉｃａポイント」へのポイント交換 
２．カード提携 
両社の提携カード「ＡＮＡ Ｓｕｉｃａ カード」(仮称)の発行 

３．ＷＥＢ提携 
（１）個人向けサービス「えきねっと」と「ＡＮＡ ＳＫＹ ＷＥＢ」のサービス連携 
（２）法人向けサービス「ビジネスえきねっと」と「ＡＮＡ＠ｄｅｓｋ」のサービス連携 
４．旅行会員提携 
「大人の休日倶楽部」会員と「旅達(たびだち)」会員に対する旅行商品の販売提携 

提携概要 



≪提携の概要≫ 
 
１．マイル＆ポイント提携（２００８年２月から） 
「ＡＮＡマイレージクラブ」及び「Ｓｕｉｃａポイントクラブ」の双方に入会している会員を対象に、  

ＡＮＡマイルからＳｕｉｃａポイントへのポイント交換を開始します。なお、｢Ｓｕｉｃａポイントクラブ｣は 

モバイルＳｕｉｃａ会員及び「ビュー・スイカ」カード（提携カード含む）会員向けのポイントサービスで

す。 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

２．カード提携（２００８年秋募集開始予定） 
ＡＮＡカード、ビューカード機能とＳＫｉＰ、Ｓｕｉｃａ機能を搭載した提携カード「ＡＮＡ Ｓｕｉｃａ カード」
（仮称）を新規発行します。（※１） 
このカードをお持ちいただくことで、Ｓｕｉｃａによる鉄道、モノレール、バス等のご利用から、ＳＫｉＰ

サービス（※２）によるＡＮＡ便の搭乗まで、シームレスな移動が一枚で可能になるほか、電子マネ

ー、クレジットとしてお買い物にも大変便利にご利用いただけます。 
※１ Ｅｄｙは搭載されません。 
※２ 「ＳＫｉＰサービス」とは、事前に予約・決済と座席指定をお済ませいただければ、航空券も、空港でのチェッ

クインの手間もなしで簡単にご搭乗いただけるサービスです。年内に国内のすべての空港でご利用いた

だけるようになります。 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

ＡＮＡマイレージクラブ

会員数： 約１，６７０万人

ＡＮＡマイレージクラブ

会員数： 約１，６７０万人

モバイルＳｕｉｃａ

会員数： 約７１万人

モバイルＳｕｉｃａ

会員数： 約７１万人

「ビュー・スイカ」カード

会員数： 約１９３万人

「ビュー・スイカ」カード

会員数： 約１９３万人

’07年6月
サービス開始

’07年6月
サービス開始

Ｓｕｉｃａへ
チャージ
Ｓｕｉｃａへ
チャージ

ＡＮＡマイルから
Ｓｕｉｃａポイントへ交換
ＡＮＡマイルから
Ｓｕｉｃａポイントへ交換

ポイント交換のイメージ 

提携カードご利用イメージ 
※ カードのデザインはイメージです。 

バスやモノレールにも 

Ｓｕｉｃａで、 
電子マネーのご利用 

Ｓｕｉｃａで、 
鉄道のご利用 

空港で、ＳＫｉＰ 
サービスのご利用 

クレジットで、 
お買い物 

特典航空券

に交換 
Ｓｕｉｃａに 

チャージ 
 搭乗やショッピングで 

貯まったマイルを 

マイル
を貯め
て！

マイル
を貯め
て！

Ｓｕｉｃａ
で使え
る！

Ｓｕｉｃ
ａで使
える！



３．ＷＥＢ提携（２００８年秋から） 
（１）個人向け 

「えきねっと」（ＪＲ東日本ＷＥＢサイト）と「ANA SKY WEB」（ＡＮＡ ＷＥＢサイト）のそれぞれの

会員が相互のサイト間の遷移を簡易にし、ＪＲ東日本のお客さまが「えきねっと」からＡＮＡ航空

券の予約・購入を、ＡＮＡのお客さまが「ANA SKY WEB」からＪＲ券の予約・購入をそれぞれシー

ムレスにご利用いただくことが可能となります。 

 

（２）法人向け 

両社の法人向けシステム「ビジネスえきねっと」（※３）と「ＡＮＡ＠ｄｅｓｋ」（※４）のそれぞれの

会員が相互のサイト間の遷移を簡易にします。両サービスにご契約頂いた場合、「ＡＮＡ＠ｄｅｓ

ｋ」ご契約の企業さまが「ビジネスえきねっと」からＪＲ券の予約を、「ビジネスえきねっと」ご契約

の企業さまが「ＡＮＡ＠ｄｅｓｋ」からＡＮＡ航空券の予約を、それぞれシームレスにご利用いただく

ことが可能となります。 

※３：「ビジネスえきねっと」とは、ご契約いただいた企業さまにインターネット経由でＪＲ券をお申込みいただ

き、きっぷをオフィスまたは駅でお受け取り後、ご利用代金を後ほど一括で請求させていただく、ＪＲ東日

本が運営する「法人向けＪＲ券出張手配システム」です。 

※４：「ＡＮＡ＠ｄｅｓｋ」とは、ご契約いただいた企業さまにインターネット経由で航空券のオンライン予約からチ

ケットレスサービス・法人一括精算までを可能とする、ＡＮＡが運営する「法人向け出張手配システム」で

す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ＷＥＢ提携のイメージ 

法人向け 

個人向け 

ＡＮＡ
ＳＫＹ
ＷＥＢ

えきねっと

ＩＤ不要
パスワードのみ入力

ＩＤ・パスワード不要

●●●●●●●●

「ビジネスえきねっと」の特徴
◆日本全国のＪＲ線の取扱が可能
◆チケットの発券も便利

「ＡＮＡ＠ｄｅｓｋ」の特徴
◆お得なビジネスリピートが利用可能
◆豊富でお得なホテルも手配可能

ＡＮＡ＠ｄｅｓｋ

ＩＤ不要
パスワードのみ入力

ＩＤ・パスワード不要

ビジネスえきねっと

●●●●●●●



４．旅行会員提携（２００８年３月出発商品から） 
「大人の休日倶楽部」（ＪＲ東日本の旅行会員組織）と「旅達」（ＡＮＡの旅行会員組織）との 

提携を行い、両社の会員向け専用の魅力度の高い共同企画商品を造成し、両会員への販売を

実施します。 
加えて、「大人の休日倶楽部」会員に対するＡＮＡ利用商品の提供・販売と、「旅達」会員に 

対するＪＲ東日本利用商品の提供・販売を実施し、両社の特性を補完しあうことで、需要拡大を

相互に図ります。 
 

 
 
 

 

旅行会員提携イメージ 

両社の旅行会員比較 

会員数

会員対象者

： 約７４万人 （※２００７年１１月末現在）

： ５０歳以上

ミドル～シニア層に
新しいライフスタイルを提案する

「大人の休日倶楽部」
会員数

会員対象者

： 約７４万人 （※２００７年１１月末現在）

： ５０歳以上

ミドル～シニア層に
新しいライフスタイルを提案する

「大人の休日倶楽部」
会員数

会員対象者

： 約７２万人 （※２００７年１１月末現在）

： 年齢制限なし

旬な旅行情報を
インターネットでお届けする

「旅達（たびだち）」

（ＡＮＡマイレージクラブ会員への入会が必要 ）

会員数

会員対象者

： 約７２万人 （※２００７年１１月末現在）

： 年齢制限なし

旬な旅行情報を
インターネットでお届けする

「旅達（たびだち）」

（ＡＮＡマイレージクラブ会員への入会が必要 ）

観光資源の再発掘により地域の活性化に貢献



≪参考資料：両社概要≫ 

 
■ ＪＲ東日本について 

• 名 称 ： 東日本旅客鉄道株式会社 

• 代 表 者 ： 代表取締役社長 清野
せい の

 智
さとし

 
• 設 立 ： １９８７年（昭和６２年）４月１日  
• 資 本 金 ：  ２，０００億円   
• 従 業 員 数 ：  ６３，１４０人（２００７年４月１日現在） 
• 主な事業内容 ： ①旅客鉄道事業 

   ②貨物鉄道事業 
   ③旅客自動車運送事業 

• 線区数・本数 ： ７０線区１日１２，６７１本（２００７年３月１８日現在） 
• 営 業 キ ロ ： ７，５２６．８ｋｍ 

    
 
 
 
■ ＡＮＡについて 

• 名 称 ： 全日本空輸株式会社 

• 代 表 者 ： 代表取締役社長 山元
やまもと

 峯生
みねお

 
• 設 立 ： １９５２年（昭和２７年）１２月２７日 
• 資 本 金 ： １，６００億円 
• 従 業 員 数 ： １３,４９４人（２００７年４月１日現在） 
• 主な事業内容 ： ①定期航空運送事業 

 ②不定期航空運送事業 
 ③航空機使用事業 

• 国内線便数 ： １２９路線、１日８６６便 
• 国際線便数 ： ５１路線、１週６４６便（２００７年３月３１日現在） 

 
 
 


